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1. 序言深護地震に釣する従来の研究は p 我が図に於けるものも外図に於けるも

のも殆んど総ての場合日本列島附近の深庭に護現した地震を取り扱って居る O 然るに

深護地震のよく霊芝生ずる地域は必宇しも前記の地域ばかりで、はない。試みに世界に於

ける大地震分布固を見ても深護地震は太平洋の西部地域に多く特に日本附近及び濠訓i

北東沖に於いて最も頻愛して居る。此庭で留意されると主は，深護地震の頻護地域主

深海溝の存在主が密接た関係あるらしき事である O 印ち日本東方のタスカロラ海溝3

濠訓l東北沖のトンガ及び、ケJレマデク海溝等の存在である。との雨地域り地勢相似が例

の異常震域の現象主も関係あり，地震活動の研究上意味深かるべきと主は阪に「科皐J

K於いて迷ぺた所である O

現在の調査は濠掛!東北沖に最近愛生した深夜地震に就いて得されたものであって，

共の規模大なると主主震源の深さのかたり深いとと及び護震機構の特異たる黙に於い

て調査されるべき債値あるものと思推される O 遺憾ながら，調査の基礎たるべき観測

材料が不足であった震に充分た事は出来友かった。

2. 本深授地震の震源の位置 との地震が，仮令へ震源に於ける殻震機構が如何に

複雑であった在しでも，浅い地震である主は絶封に考へられ注いと云ふ事は，共の地

震記象を一見して明瞭で、ある。後に述べるであらう所の種々の結果を綜合して.との

地震に於いて震源は一地黙をのみ考へれば、充分で、あると主が分り，その震源の位置主

しては弐の如き値が最もう芝営であると求められた。 ~p ち

震央 A=178.6
0

E，.伊=25.40S 

震源の深さ H=500km

である n 之を求める際には先づ震央位置を大凡定め，震源の深さを pPの如き反射波

より求め，然る後震源位置をある地貼に定め，之を基として走時曲線を作製し共の震

源位置が遁営たるか否かを観測値と走時表によって吟味したのである O

3. 観測材料此の地震に劃する観測値は，中央気象牽に送られた内図及び外図の

報告に依って第一表に示めす様に整理された。

同表に於いては震央距離は既述の震央位置を基在して測りたるもの，又 0-0主あ

るは P波(或は PJ波)及び、 S波のそれぞれに就いて報告にある観測値主計算値主
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第一表 '(A)本地震の各地の観測j

No. Sもaもion 0-0 S p-p Note 

1 Arapuni 12056' 一 一
2 E王astings 14 04 一 一
3 New-Plymouth 14 37 12m45" + 4" 15悦 10'-1S 

4 Apia 15 09 34 -12 10 -11 

5 Wellington 16 07 58 + 2 20 -19 

6 Takaka 16 15 13 09 +12 16 00 +18 

7 Glenmuick 18 04 

8 Ohrisもcburch 18 38 22 + 1 02 -23 

9 8ydney 25 10 14 18 - 3 18 30 +13 18s 

10 Melbourne 31 00 15 16 + 4 34 -11 9 

11 E王onolulu 52 03 18 00 + 5 24 52 + 9 

12 Amboina 53 12 17 59 - 4 54 - 4 11 

13 究 島 63 08 19 11 + 1 27 11 + 6 

14 Manila‘ 69 05 19 48 01 28 09 - 5 P8 16.48 (sP+6) 

15 /司、 丈 島 69 09 19 51 + 2 28 ]4 '-1 416.m512(0P.CPO+(S1P2〉+，41S7+51040〉P十
10)， m20.00(SP+8， 

16 Baもavia 70 34 19 57 O 39 + 8 
11 
]5 

17 一一一 島 71 12 20 01 O 43 ート 6 12 i 22.57(PP十4)

18 東 主誌 71 15 04 + 2 36 ー zム、12 i 21.43(pP-6) 

19 長 里子 72 48 11 O 55 01 11 i 22.12くpP+12)，23.04(PP-2)

20 t品- 山骨 72 52 11 O 56 + 1 12 i 22.19(pP+4)， 33.16(PP+ 9) 

21 盛 岡 73 52 16 - 1 29 03 - 3 11 i 22.~7(pP+17) 

22 長 崎 74 23 19 - 1 13 + 1 12 

23 Malabar 69046 19 58 + 5 24 + 2 11 28 29 -1-7 
24 Hong Kong 77 57 20 43 + 4 30 02 +14 11 PR1 23.09(sP-14) 

25 Zi-Ka~Wei 78 39 42 - 1 02 -1-7 14 iZ 23.58(PP + 4;， iE 24.02 
(PP+8) 

26 仁 .JIJ 79 36 47 O 09 + 4 

27 Medan 82 14 21 04 +・2 39 + 7 10 

28 Phulien 83 44 12 + 2 45 

29 Barkeley 83 57 08 - 2 51 + 2 

30 Pasadena 84 22 08 - 4 31 00 - 7 1.5 

31 鷲峯〈北京〉 87 32 28 + 1 
39 +]5 

11 48 +24 
32 Toscon 88 17 33 + 1 11 -20 

e包包fNEPpPENE+1 3E3754〉521，(721pP(2P自R2Pf-zPく+9PF〉のP，+e-pヨP 24.11 33 Denver 96 22 22 12 + 4 32 50 + 5 7)， 

34 La Paz 10244 29 23? iPRjE 27.22(PP+24) 
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第一表 (B)木地震の各地の観測

No. Sも泊ion A P(P1') 0-0 p-p Noもe

35 Sも.Louis 106019' 22m50s 168 

BtpitsPSPPPPERR(124SE162F262993+741f399p8

〉

3fP((pB+PPIもP1F4

十

+h111z0
〉

の

)P
，，pfSpPF' PRE+11 

212989L513P0((pRPP

官

IPFz十ー
F8

の

-J
8

， 

， 
〉

36 Florissanも 106 30 52 

37 Tananarive 11458 P 28'43(PP+19)，PP 30.23(pPP+17) 

38 Toronto 115 36 23 47 iPRj 28.38(PP+1O) 

39 Belgique 11547 P 28.26(PP-3)， i 37.03(SP-15) 

40 Washingもon115 51 23 53 

41 Ottawa 118 29 24 03 eE 37.48(SP+5) 

42 Fordham 119 06 04 SP 38.07(SP+ 18) 

43 Harvard 121 22 27 04 eS 38.00(SP-8) 

44 Buffalo 125 59 

45 Hamburg 150 35 28 21 +lS 6 liZ 30.47CpPぷ+9)，iZ 32.28(PP+18)， 

46 Goももingen 152 44 24 +1 
9rnPZNE2912

十
(P5JJ+25〉，tZ30.44(pP2F-3)，

iZE 32.27(PP 

47 Wien 153 14 24 O 'i 28.33
十
(1P1J)+9〉， 4NE3042(pPtー7)，iEPPP

(PR2 

48 Beograd 153 49 25 O J 
62.9115(0P(PR22 

'+19〉， iPR13545(PP+17〕，ePR2
，)6.15(PR2+12) 

49 Kew 153 55 26 +1 9 liN2 30.50(pP2'-2)， iN 32.50(PR2十22)

50 Sもuももgarも 155 31 27 O 
也

?(tLnZpP21

，

P8Je2NdO
団

8)Eー
3
，

(0i

九
12B(98PG'〉P3-J，1eP3-E(P)PP3Z3J

〉
232
，
+z294P4284JL421

，

Pf(94r
れ
PZ0P3+e'N(+

十

8PE

〉

62U

，

2) 

2
〉+8
，38e

〉

p6

，

F(1F3J10+ω
490 
〉

51 Sもrasbo.urg 155 44 27 O 

52 Paris 156 23 30 +2 i 29.12くP2'+9) 

53 Firenze 158 56 28 -4 (JP28P4+53() P'1+14)429.30(PZF+16〉PR133.00

54 Toledo 165 22 41 O 7，'26 i29.!日(6:p)
，
t+10〉PfP11P130.03(Pよ+22)，PR2 33.35 

(PP十 i33.40( 十11)
55 Alicante 167 02 50 +8 

56 Granada 16803 40 -3 20 (tPPFP2+9.1557)(，
PP♂P+345

〉
4
，m
6〔
p30P.1P1

十
(P9)J+18)，43358 

57 Malaga 163 23 28 40 -3 63P3F5360(.0P0P(P
十
t1+1

〉
5λm 30.1l(P2' +16)， ScPcP 

58 Almeria 168 31 37 -6 14 
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の差を示めすものである。次に P-P主あるは，後述の如く此の地震は初動 Pの十

秒位後に著るしいある相が多くの場所で観測されたのであるが共の相を P相主仮に名

付け， P相と P相との到著時間差を示めすものである O 従って S相たりと報告された

ものも或は時に S相左見倣されるが至営であるかも知れたい。 s相に到する o-cの

欄にで，十10秒程度の数値を屡見出すととは，との還の事情に依るととも多いであら

第一国観測値と理論的走時曲線
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第二.問視iJllJ値と理論的走時曲線最遠地の部
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うo えに Noteなる欄に於いては報告に表はれた諸相の到著時刻と，その時刻附近に

於いてこの地震の際走時表に依って期待される相の名前と，此の雨者の問に得られる

o-cの値とを示めして居る。例へは、 No.]4 Manilaの項に於いて

PS 16.48 (sP+6)， 
なる記事は， Manilaの報告に於いて PS16m48sとあるものは，走時去に依って桧す

れば、 sP16m54s とあるものに相営するらしく，此の雨者聞の差が+かであるととを

示めして居る O 之等の中 P'2及び pP'2波の震源、の深さを考慮に入れた走時表は未だ

穿められて居なかったもので、あるが，筆者は Lehmann氏の論文に表はれた P'2波の

走時式に趨営の補正を施して新たに走時表を作り之を用ゐて居る o 勿論報告中には表

ぐ15) 



に掲げられて居るもの以外の相に就いても若干記載されて居るものであるが，此Eきに

は走時表と比較釘照したものだけを掲げるに止めるO 之等に閲しては第一回及び、第二

園を参照され度い。

第一去に於ける結果をと見て，との地震に劃する震央位置及び震源の深さの推定が先

づ遁営であったととが察せられる。向観測値が多少計・算値主一致じない貼もあるがと

の地震の護震機構を考へればとの程度の不一致は止むを得ぬ所であらう円

第一去の結果を国示したものが，第一国及び、第二国である O 同国中に塾-かれた曲線

は走時去に依って期待される走時曲線であって，観測値によって引かれたものではな

い。之等を見て曲線主観測値との関係を大館知る事が出来る O 特に埜}桜に近い所に於

ける P'r及び、 P'z波に就いて相営に雨者が一致して居る黙は，一方に於いて走時表が

か友り信用し得るものである事を示治して居る。

4. 初動附涯の重複波群

との地震の我が図に於ける地震記象中にて，顕著たる特徴主云ふべきは微弱なる初

動直後に於いて優勢た波群の生じて居るととである。との事責は特に上下動記象に於

いて顕著である。か Lる現象が世界中に於いて観測されたか否かは直ちに断言出来な

い所であるが，筆者の見るを得た St.Louis U niversityに於ける記象に於いても明

瞭に同様たととが看取される O 命又世界各地の報告の大多数に於いて初動後十秒程度

後れて 4たる相(特に iZが多い〉を報告して居る黙よりして，との現象の原因は地

震護現機構に依るものと考へるととが出来る O 第3固に示めす所は，我が図各所に於

いて観測したとの地震の記象の一部である。向同国中に比較の震 St;Louisに於ける

それも掲げられて居る O

第 3園を見て我々は直ちに，我が図各地に於いて観測した地震波は殆んど同じ形貌

を示めして居ることを知る O 印ち此の事は深設!生遠地地震に於ては地震波の惇播が相

営の庚い地域に於いて殆んど同じ運動を輿へる様にたって居る事を示めす。之と同時

に地震計の翻測も可成忠貴に地面の運動を記録して居る事賞を詮ずる O 此庭に掲げら

れた内地の地震記象は悉く制振器(りこ3--5程度〉を有するウヰーへJレト型上下動地

震計である O 若し之等地震計の自己週期， 11iリ振度，摩擦等が同ーのものであったなら

ば，之等の各地の記象を比較するととに依って，地震動に11ずるそれぞれの土地の特

性を見出だし得るに相違ない。之は興味ある調査であるから，将来は地震計は各地に

於いて出来るだけ同-'1宣教を持たせる様にし度いものである O 現在に於いては共力新

まで立ち入る事が出来たいのは遺憾である O

初動附近に於ける波群の有様は相営複雑である O 併し大健に於いて最初の P相及び

後に現はれた勢力大たる P相(左仮に名付く〉の二者が存在すると見てよい。重要ら

しいととは初動附近に於いて相似、的波群がいくつも護現されると左である O 特に Pと

P波の相似は著る ιぃ。 J

ーとの様た相似波群(或は重複波群〉の現出に就oては従来もこ三の研究があったo

ど16) 



第 3園 初動 附近θ重複波群
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であるから，との考へも決して無理で、はないっ

¥但し之等は、底い地震に就いての

場合が多い内有名古主る丑.P.

Berls，ge氏の反射波主しての説

明も，この深護地震に封しては

pP波とたるものであるが，

pp-p なる時間差は深護地震

に於いては一分以上主たると主

に鑑みとの場合に営て践める事

は到底出来たい。叉Mohorovi占ie

氏等の P1，P2 ----K封ずるもの

も今の場合.は考へ難い。 p主P

波之が相似型を示めすと之が如

何にも同一震源の同一衝撃から

直接波二つの異種の波(例へば

直接波と反射波)であるt素であ

るが，又他方略主同一ケ所の震

源に於ける別個の時間的に差異

ある衝撃から生じたもの主考へ

でもよい。同一地域に於ける地

震が同じ護震機巧に依って生宇、

ると主多く，特に飴震の場合に

於いて類似の地震現象を奥へる

ととは我々のよく経験すると主

兎に角現在の地震に於いては， P主P波は別個の衝撃(或は別個の地震£も云へる)

から生じたP波である左考へて事責によく符按ずる。勿論.p-Pの観測が世界各地に

於いて同一値を示めすならば，同一震源に於けるこつの衝撃之考へるのが趨営であら

うが，第一表に見る如く P主P 之は必宇しも一定値では友い。而して一定値でない

所以を，震源位置が P左Pさは異なる所にあり(勿論数十粁の程度に過ぎないが〉

主して考へる事は出来る。併し共の位置を精確に定め得る程 p-pの観測値は規測だ

つては居ない。 7) (8) 

結局との深護地震は，石川氏隼田氏等に依って湾い地震の場合に取り扱はれたが如

き，複合地震左呼ばれるものの一種であらう O 但し従来の研究では深後地震の護現機

構は殆んど総ての場合簡単sなる一同の衝撃(勿論現在屡々論ぜられる様な偶力性議震

機構等を合む〉に依るものであった。との黙が重要左所主考へ.られる O

5. m:地地震としての観測

( 17 ) 



震源に於ける後震機構を論守、るには， j丘地観測ぬ地震記象をJ験するに如くはない，

但し現在筆者は共等を見る事が出来たい故に，単に震央に近い NewZealand島に於

ける観測の依報告を基として考へて見る事とする O 此庭にその一部を引用しゃう O

New Zealand， WeUington Dominion Observatoryの PreliminaryEarthquake 

Report N o. 45に方会て。

A時 IJiveryfeeble，A=1180)，Hasもiゅ (AT則的wn，A=山つ， WelIingもon(Az 

= 35 degrees， near Kermadec， A = 12.20)， New Plymou出 (A=12，40)Takaka (A=14， 

80)， GleIulluick "(ATnoもknown，A=14.50)， Chrisもchurch(A = 13.80) 同所地磁気観測

所， (P相ば iPNZWAとあり，'8相は i8Z，N component ex色reme1yconfused， Z maxima 

iIl preliminary phase; N max. mueh 1a加の
Fe!もinNew Zealand beもweenEasもcapeand Hawkes Bay. Records of above earth-

quake are .a11 confused; and may be dneもomoreもhanone shock， Glenmuick records 

indicateもwo.de五niもeshocks. 8ix small. after shocks were recorded wiもhinもwelve

hours afterもhemain shock. 

叉向上報告 No.46に於いて

Additions and CorrecもionsもoPrelim. Hepor臼.8uva iP= 161t 13m20S AT noもknown，

F<1inも record，large ampliもudes.

Uniもed8taもesCoasもandGeodeもicSurvey gives epicenもer1608 1740E (near New ; 

Hebrides.) 

Note: Loca1 evidence in N回v-Zealandindicaもesan epicenもerabouもLat.3108， Long. 

1730 W near拍 eKermadec 1sls. 

叉向上報告 No.47に於いて

aftera careful re-examinaもionofもheconfused records of five New Zealand stati-

ons， a copy ofもhe8ydney. record， and位1edata inもheseismological repor臼 ofHong-

Kong， Manila， Riverview， 8ydney， Melbourne and Adelaide， iもappearsもhaももherewere 

shocks wiもhinone millute in differenも 1ocalities，follo，，~ed by aもhird a.houも seven

minutes laもe1'.The details are as follows: 一一
(1) Epicenもer:一一一 3208，1730W， 0= 1611， gm~Hs (FelもinEasもCapeand Gisbourne‘ 

Districお， N.Z.J 

(2) ゲ :一一 2608，1730E， .0= 1611， 97凡32s

(3) Distance from Wellingωn 17.7 degrees. 0 = 16'~ 16明17s'(0:. Time 抗 origin)一

との数同に亙る報告に於いても，との地震が複雑で、あって震源の位置が如何に決め

難いもので、あったかが想像される O たど遺憾主と之は之等報告に於いて一度も深護地

震的の考察が之にされて居らす Normal earthquake の走時去を用ゐ C強いて震源を

求めやう主した主推察される，ととである。併し兎も角数個の地震から成って居る事に

到達し且始めの二つは護震時刻が柏異って求められて居るム但しとの雨者の震央位置

が互に 100
以上も相離れて居るととは少し解し難い J

何主なればとの雨震央位置から各観測所に到る震央距離の差は

( 18 ) 



東京 (0ム=+120
) Batavia (us=+130

) St. Louis (0ム=ー7J
)

の如き大きなもの主たり p-pが第一表に見えるが如きもの之は到底一致しないから

である。或は第二衝撃による Pが必宇しも常に Pに遅れて到達するのでなく，所に依

つては Pの後に Pが来る，然も護震機構分布から場所に依って Pの方がPより優勢

である所もあった主云ふ風の解棒も可能で、あるかも知れない。さうした複雑さを考へ

る左し七も New-Zealandの報告の如く相離れた所の二地震を考へる事は甚だ困難で、

ある O 例へば、東京， Bataviaの如き所に到達するには， p-pは一分以上主たらなく

てはならない。兎も角も近地観測をj架設地震であると云ふ考へから再検討する飴地が

.あらう o

第三の地震の存在に就いては，遠地翻浪肋=らは何も分ら友い。あった在しでもさう

大きい勢力のものではない事は分る。

三たに NewZealand島に於ける人身感覚直域η問題である之は我が図で屡主深護地

震の際同験される異常震域(出だ似て居る所主して興味深い J

命飴震があった主云ふ報昼、ある。 12時間以内に 6個の地震が recordされた主云

ふ所の，此の事賓は留意すぺき事である o 果して之等・が事賓に於いて前の深護地震の

飴震主考へられるものかどうか，換言すれば、其等は殆んど同一震源附近から生じて居

るか否か，而して之に加へて，果して之等が悉く深護地震であるか否か主云ふのは非

常に興味ある事である O 何とたれば，従来我が閣に於いて観測されたE大な深静也震

の総ての場合に飴震らしきものは一同も観測されや，官余震のない事がj架設地震の大き

友特徴主左って居たからである。

6.遁 補

震央位置を決定する際に， との地震ではS波を利用する事が出来ない。叉P波主考

へられる初動の到達時刻も無保件に用ゐる事が出来ない。何主なれば、若し殆んど同時

刻に生じた二つの地震から成るもの在すれば、，甲地の初動主乙地の初動主は異る震源

から生じたもの主も考へ得るからである o Jltの調査で、は各地の初動は同一地震に属す

るものと仮定し，震源の深さを考慮して暫定的に震央位置を求め此の位置が正しいか

否かを走時曲線を作製する ζ とに依って吟味し逐失的に求めたものである c 震源の深

さは反射波等を考へて種々試みた結果 500粁程度を最も受賞主考へた。特に封極附近

のP'HP'21 pP'2相等が震源の深さ 500粁に相営ずる走時曲線主相営に遁合して居る

と之は有力な事柄である、倫P相の属する第二地震の震源位置に関しては倫考慮の飴

地あるも現在の調査では第一地震主同一震源、なり主仮定される程度の結果を奥ふべき

材料しか得られ左かった事は遺憾で、あった。

7. 結 き五
E同

要するに此の地震は深護地震には珍らしく機構が複雑なものである左思はれるが詳

しいと主は近地地震的の調査を待つ外はない。本調査は皐に此の地震の調査が重要で

あると之を指摘するものである。 New-Zealand島の北方には可成多く深護地震が護

( 19 ) 



生するに拘はら宇、震央附近の調査には深護地震左しての考慮が殆んど梯はれて居ない

様である O との地震の震源の深さは 500粁を梢主越えるもので深設地震在しでも最も

深いものに属する。向 NewZealand島主本邦さの間に地勢及び地震活動朕態の相似

て居る所のあると主は留意を要するもの主忠はれる O
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